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海底資源を探査国開発する新技術

月口ヶツトカミ飛び宇宙開発の技術の発達がめざまし

い今日海底の資源の開発はさほど進んでいたいようで

ある.ところがわれわれが夢路にある時でも科学

は進みわれわれの矢口らぬ世界で著しい発展をとげてい

ることも時にはある.ここに紹介するジャック･イ

ブ･クｰストｰの壮挙も海底資源を探査して開発する

ことに関心のある人たちから注目の的になることを疑

う余地がないものであってそれを映画にした｢太陽の

とどかぬ世界｣がアメリカ｡アカデミｰ最優秀長編記録

映画賞その他幾つかの賞を受けたことは誰にもう在ず

けることである.

海底の調査

海底の調査には人か水中にもぐって行なう方法と潜

水する船を用いる方法とがある.人がもぐる場合にも

いわゆる海女がもぐる深さは普通40m位までで

アクアラング(本誌3号に紹介)を用いても､100m竈…

位までしかもぐれ狂い.その最大の要因は約10

mに1気圧づつ加わる圧力の相異によって潜水病

にかかりやすいことである.この映画は圧力

の相異をいかにして克服するかという人体生理

上の観点からも重要な参考になる.

潜水船を用いれば100mより深い所まで調査

できる潜水円盤ドゥニｰズ号バチスカｰフ白

鯨号については後で述べる.しかしながら

100mより深い所にももぐらて探査したり開発

大山桂

したりする作業ができることを望まれることはいうまで

もない.

海底の村

ジャック･イブ･クｰストｰはアクアラングを発明

したぐらいではあきたらず海底に家を設営して居住

する施設を考案した.マルセｰユ沖で1週間の海底生

活の実験に成功した彼は第2回の実験を紅海で行なっ

た.第2回つまり受賞映画で紹介された施設はビッグ･

ハウス(海星号)とスモｰル･ハウス(実験キャビン)と潜

水円盤のガレｰジの他にサメを防ぐ柵も設置した.

ビッグ･ノ･ウスとガレｰジとは水面下10～14㎜にスモ.

一ノレ･ノ･ウスは水面下21～26mに設置され海底に植民

する可能性を試みると同時に海底の物理学的ならびに

生物学的の調査研究も行たった.この映画は1ヵ月に

ジャック'イブ'ク'ス･一氏

海底村の模型図

左'ド潜水円盤中央ビッグノ'ウス(海星号)

有(サメの右)ガレｰジその下スモｰル!㍉ウス

湖底の村

立おくビッグハウス左前潜水円盤石ガレｰジ�
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わたる海底の生活をうっしたもので海底生活をした8

名の人たちの海底における日常生活と観察した底質お

よび生物とカミうつし出されている.

ビッグハウス(海星号)

今回の海底の施設の中で海底村の中心であってこ

こからスモｰノレ･ハウスヘ行ったりすぐ近くにあるガ

レｰジヘ行って潜水円盤へ乗りこんだりあるいは直

接アクアラングをつけて付近に調査に行く基地である.

水深10m位の深さはアクアラングによる潜水練習をす

る程度の深さにすぎないが1ヵ月も生活した意義は大

きい.

この中へは圧搾空気を海上の母船(カリプソ号)から送

りこみ周囲の水圧と同じ圧力に調整してあってアク

アラングをつけて水中に出ても急に圧力が変ら荏いよ

うに調節されている.水中に出るにはゆかカミ張って

恋い所があってそこが出入口に在っている.

海星号の中央は居室と食堂とを兼ねかたわらにはコ

ントロｰルセンタｰがある.コントロｰルセンタｰは

電気関係の計器と酸素連続検査器と潜水者の退出を指示

する標示燈の他に温度計湿度計警報器もある昔

さらに母船からの指令をすべて記録するテｰプレコｰ

ダｰも備えられている.またテレビ電話秘3台あっ

て1つは母船の連絡に他の1つは海星号の周囲を監

視し残りの1つはスモｰル･ノ･ウスとの連絡に用いら

れる.海星号はその名の示すようにヒトデのように

中央から隣室カミつき出している.そこに研究室暗室

寝室台所トイレ浴室(シャワｰ室)がある.海星

号には圧搾空気のほかに熱湯と電気も母船から送ら

れてくる.食事は母船から毎日運ばれ周囲には豊富

に棲む魚類を料理せず魚のカンヅメを開けている状況

にどうかと思った者は少なくなかろう.

⑫

④

⑤

ビッグハウス(模型図)

①コントロｰルセンタｰ②リビング兼ダイニング･ルｰム

③キッチン④暗室⑤トイレッ1･⑥研究室

⑦サメ除けの格子⑧山入口③シャワｰ･ルｰム

⑩仕度室⑩⑫ベッドりレｰム

潜水円盤ドゥニｰズ号(模型図)

①鉄製内殻②水銀バラスト･タンク③採集器④水バラスト･タンク

⑤ジェット噴射口⑥ジェット作動水圧式ヒストン⑦蓄麗池

⑧電動ポンプ⑨水銀バラストタンク⑩制御盤

⑳ファイバｰグラス外殻⑫ジェット

潜水円盤ドゥニｰズ号

わが国でも黒潮号などの海底観察の機械はあるが

それは母船から垂らすもので自分で動き回る潜水艇で

はない.ドゥニｰズ号は円盤に近い形をしている.

2人乗りでジャイロ･スコｰプで方向を知り推進機

と舵の役目をする回転式のウォｰタｰ･ジェット噴射で

行動をとる.300mの海底で24時間作業できる能力が

あって映画には304mのカニの群集をキャッチした画

面もでてくる.潜水円盤には10コの窓カミあり頂部の

レンズつきの窓から上方を観察し乗員2人に1つづつ

ののぞき窓と撮影用の窓2つ音波探知機用の窓3つ

からなる.乗員の窓から採集器を機械で動かしサ

ンプルを採集し潜水円盤の側部にある採集かごに入れ

ることもできる.観察されたものは100mの深さの

潜泳円盤ド書皿仙ズ号�
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スモ'ル･ハウス

(実験キャビン)

①サメ除け柵のある

山入口

②シャワｰルｰム

③リビング諏ペツド

ル^ム

サンゴの遺骸258mのカキの化石層ならびに各種の

生物であるカミ海底の洞穴にも入った.

スモ0ル･ハウス

20m余りの深さに実験キャビンを置き2人の調査員

が1週間生活した.ここを前進基地としてアクアラ

ングをつけて約100㎜まで降りて調査した.スモｰル･

ハウスは上部が居室兼寝室で中央部カ拙入口兼浴室

(シャワｰ室)で下部にサメよけの柵カミある.

ガレ】ジ

海星号の近くに置かれ潜水円盤の格納庫であって中

は空気でみたされ格納庫のほかに電池の充電フィ

ノレムの詰めかえ酸素ボンベの補充その他も行なわれ

る.

収めだ成果

成果は何といっても海底でどのようにして生活し

たらよいかという問題の解決に一歩ふみ出したこと

潜水円盤の

ガレｰジ

①二重の金属性力

②調節可能な棟縮

自在脚

③可動なベニヤ板

床

④円盤格納はこの

中央にできる穴

樹から行なう

である.この映画では20mの海底に前進基地を置

いたがもっと深くにまで前進基地が置けそうであるこ

とはクｰストｰばかりでなく心ある人たちまでも感

じたことであろう.

アレキサンダｰ大王がケｰプノレの先につけたノ･コの

中で水深100mの海底に80目もいたという伝説が伝わ

っているカミァクアランダの発達した今日でも水中で生

活することは困難なことである｡伝説はまではほど遠

いが海遼1で生清する方法の確立は海底紀棲んで海洋

地質学ばか1)では扱く海底における諸種の調査研究を

することを可能にした｡潮流の観測生物の観察そ

の他学術上輿昧ある問題も少扱く抜くないがここでは

割愛する.

ハチス吻㎜茅査禽鯨号

昭和37年フランスからバチスカｰフ(深海潜水艇)の

アルキメデス号がきてわが国の近海で海洋学者をのせ

て深海の観察を行なった.･バチスカｰフはフランスに

秘できる昔バチスカｰフができるまで船の上から採

;雲水中埠上帥坦…タ旧世滴下ンテナ

繊漉飾ルグ.淋†らと.躰

暑{聴

号'手ライ}■･`

畦剛抽冒'覇

サｰチラ〔粗ゴハフ“咄λu{･リ刊

刮

雷舳劉ル1引

一一直劃着用“岬･い･O一プ

バチスカｰフアルキメデス㌣

バチスカｰフ(模型図)�
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水器やプランクトンネットを除して採集した今までと比

べて著しい相異が見られる.またこれにマジック

ノ･ンドを取リ付けて底質を採隻すれば今までの船上で

ドレッジまたは採泥器による採集に比べてはるかに探査

に貢献できると思われる.白鯨号は本誌78号に紹介さ

れたから詳しくは述べないが浅海の調査にはこの程度

のもので用がたリると思われる.

今後の問題

ここに紹介したクｰストｰは去る6月24目に来日し

講演会を何度か行荏ったがそのときに帰国したら間も

なく100mの深さに基地をおく次の実験を行なう予定

であることを語っていた.映画を見てます頭に浮ぶ

ことはもっと深いところにもぐって調査その他の作業

をすることである.これをクｰストｰは試すそうであ

るからその結果をたのしみに待っている.

次の問題は母船から独立して生活できるようにする

ことである.母船から空気を送リ電気を供給するこ

とを改良することは至難なことではなさそうである.

台風が多いわが国では台風が海底の基地に及ぼす影響

も検討すべきではあリ台風に影響されない基地の設計

も必要であるが同時に母船を台風から避難させるこ

とも大切でこの点で母船から独立することも望まれる.

とくに動力を動かすことはジｰゼルにしても他の方

法にしても海底では困難と考えられている点は一酸

化炭素の問題である.この問題はモｰタｰ室を居室

と別に作リモｰタｰ室の酸素量を上に述べたビッグ

ハウスの中の設備のように調節する方法も考えられる

がアクアラングを使う者ならばアクアラングの空気

を吸ってモｰタｰ室の一酸化炭素のある空気を吸わな

いようにしても解決できそうに思われる.

第3の問題は潜水船の中で気圧を加減する装置を設

け海底で等圧になった時に潜水船から外に出る問題で

ある.これらについてもクｰストｰがくわだてている

ようである.以上のように海底で生活できる方法論

に光明がさした今日海底で資源を調査し開発する目

が遠くないことを信じるしだいである.

バチスカｰフの観測室

最後にひとこと注意しておくことがある.アクア

ラングの度用は困難ではないカミ若干の注意事項があ

る.フランスのように免許証を必要とし潜水協会の

ような所で正式に講習を受けた者に限って使うことカミ

大切なことである.次に一人でもぐることはさけ2

人またはそれ以上でチｰムを作ることで1人のアクア

ラングが故障しても他の者のアクアラングを交代で呼

吸に使って基地にもどることが可能だからである.

このほか潜水病の対策として急に深さの著しく相異す

る所に移動しないことも必要である.またアクア

ラングに適しない人の存在も一考しておくべきで鼻か

ら耳の間を結ぶユｰスタキｰ氏管(欧氏管)がつまった人

がその例である.そのほかにも事故の原因があるが

ここでは省く.

(筆者は地質部)

本著に用いたバチスカｰフの写真は理科学研究所の佐々木忠義

博士から借用その他の写真はコロムビア映画会社から提供さ

れたものでこれらの厚意に深く感謝する

バチスカフの後部にある排水装置�


